




















 

昭和 61 年度の研究は,実態把握と点検リスト作成に主眼をおいた。 

 まずトータル・ケアの概念の検討を行い,小児の場合には,つぎの 5範疇をもってトータ

ルケアの概念要素としてよいと,自己規定を行った後研究をすすめた。すなわち:1.身体

的;2.心理,精神,行動的;3.社会経済的;4 倫理的:5.発育(成長・発達)と子供のニーズであ

る。 

 次年度には,システムの一層の改善と,応用および医師,ナースヘのトータル・ケアの推進

法(Balint 方式を含む)を研究する。 


